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「体験や知識をもとに考えを書く」ための資料と「数値を使って考えを書

く」ための資料とに分類します。 

ク 環境
かんきょう

にやさしい地産地消 

外国で生産された食料を日本に運ぶ場合、生産地が遠いほど輸送距離
き ょ り

も長くなります。す

ると、船や飛行機、トラック等によって排出
はいしゅつ

される二酸化炭素が多くなり、地球環境
かんきょう

に負担
ふ た ん

をかけることになります。 

二酸化炭素は地球温暖化
お ん だん か

の原因になると考えられています。 

＜ブロッコリー１個（２５０ｇ）を運ぶ場合＞ 

輸送元→輸送先 距離
き ょ り

（ｋｍ） 
二酸化炭素の量

（ℊ） 

アメリカ→日本 ８５７９ ５１ 

愛知県→東京都 ２９８ １３ 

新潟市→長岡市 ６０ ３ 

 

エ 栄養士さんのお話 

地産地消のよいところは… 

・  栄養のそこなわれない新鮮
しんせん

な農水産物

を食べることができます。 

・ 生産者の顔が見え、安心して買うこと

ができます。 

・ 季節の「旬」を味わうことができます。 

資料の「タイトル」や「項目」を見るとその

資料の伝えたい情報が分かります。 
何の情報を伝える資料なのか

を読み取る。 

目的や意図に応じて情報を収集する力を付ける 

参考資料：農業とわたしたちのくらし 2012 年
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タイトルから、エの

資料は「地産地消のよ

いところを紹介してい

ること」が、クは「地

産地消が環境にやさし

いこと」が分かります。 

資料のエ、オ、カは、

総合的な学習の時間

等で学習したことや

日常生活の中で体験

したこと等を想起で

きます。「体験や知識

をもとに考えを書く」

ための資料です。 

資料キ、ク、コ、ケ

は、表を使って様々な

数値が書かれていま

す。「数値を使って考

えを書く」ための資料

です。 



 
 
≪自分の体験や知識と結びつけて考える例≫ 

 
 

 
 

 
 

≪資料の数値に着目して考える例≫ 

 
 

 

  が数値に着目している部分です。読み取った数値に自分なりの解釈を加えて、

「環境にやさしい」と言う地産地消のよさを考えています。 

ク 環境
かんきょう

にやさしい地産地消 

外国で生産された食料を日本に運ぶ場合、生産地が遠いほど輸

送距離
き ょ り

も長くなります。すると、船や飛行機、トラック等によっ

て排出
はいしゅつ

される二酸化炭素が多くなり、地球環境
かんきょう

に負担
ふ た ん

をかける

ことになります。 

二酸化炭素は地球温暖化
お ん だん か

の原因になると考えられています。 

＜ブロッコリー１個（２５０ｇ）を運ぶ場合＞ 

輸送元→輸送先 距離
き ょ り

（ｋｍ） 
二酸化炭素の量

（ℊ） 

アメリカ→日本 ８５７９ ５１ 

愛知県→東京都 ２９８ １３ 

新潟市→長岡市 ６０ ３ 

 

「数値を使って考えを書く」ための資料の中から、自分の目的や意図にあっ

た資料を選びます。 

カ 地域
ち い き

の農家の小西さんのお話 

エ 栄養士さんのお話 

地産地消のよいところは… 

・  栄養のそこなわれない新鮮
しんせん

な農水産物

を食べることができます。 

・ 生産者の顔が見え、安心して買うこと

ができます。 

・ 季節の「旬」を味わうことができます。 

「体験や知識をもとに考えを書く」ための資料の中から、自分の目的や意図

にあった資料を選びます。 

 ブロッコリーをアメリカか

ら輸入した場合、51ℊの二酸化

炭素が発生する。ブロッコリ

ーを新潟市から長岡市まで運

んだ場合は、3ℊしか発生しな

い。51－3＝48 だから、48ℊも

少ない。 

地球温暖化の原因になる二

酸化炭素の発生する量が少な

くなるから、環境にやさしい。 

 自分の学校の給食で

も地元の野菜を使って

いる。新鮮だからいつ

もおいしい。 
地産地消のよさは新

鮮な農水産物を食べら

れることだ。 

わたしは、野菜と米を生産

しています。どちらも地元の

小学校の給食に使われてい

ます。 
農薬をできるだけ使わな

いようにして、さいばいして

います。 
苦労も多いのですが、体に

よい物を食べてもらえるの

で、やりがいを感じていま

す。 

 ５年生のとき、総合的な学習の時間

に米づくりをした。低農薬でつくった

ので、安心して食べることができた。 
 地産地消のよさは、作っている人が

分かり、安心して食べることができる

ことだ。 

  部分が体験や知識にあたります。そ

れをふまえて、地産地消のよさを考えてい

ます。 



≪資料と結びつけて考えられる体験や知識、数値≫ 

資料 地産地消のよさ 自分の体験や知識、数値 

エ 

・栄養がそこなわれない、新鮮 新鮮な野菜は栄養があると聞いたことがある。 

・生産者が分かり、安心 家の人が、生産者が分かる物を買うようにしている。 

・季節の旬を味わえる その季節にとれたものを食べるとおいしい。 

オ 生産者が分かり、安心 
スーパーマーケットの見学や買い物に行ったとき、同じ

ような表示を見たことがある。 

カ 低農薬で体によい 総合の学習で低農薬の米づくりに挑戦した。 

キ 旬の野菜は栄養価が高い 旬のトマトは、２倍のビタミンＣがふくまれている。 

ク 
輸送距離が短いと二酸化炭素の排出量

が少なく、環境によい 

愛知県から東京都にブロッコリーを運ぶと 13ℊの二酸

化炭素が排出されるが、新潟市から長岡市なら３ℊしか

排出されない。 

ケ 食料自給率の向上に役立つ 
日本の食料自給率は約 40 パーセントで、アメリカやフ

ランスと比べると低い。 

コ 米飯給食が増えている 
平成 18年度には 3.5回だったが、平成 22年度には 4.1

回までふえている。 

 

 

  
≪構成メモの例≫ 

 ※ 意見文を書く前に、選んだ「資料」と「自分の考え」に整合性があるか、確認する。 

終わり 中 始め 【
構
成
メ
モ
】 

４段落 ３段落 ２段落 １段落 

こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
「
地
産
地
消
メ
ニ
ュ
ー
」
が
よ
い
と

考
え
ま
す
。 

選
ん
だ
資
料
の
記
号
・
・
・
・
・
・
・ 

資
料
か
ら
分
か
る
こ
と 

 

・
地
産
地
消
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
。 

 

数
値
と
そ
れ
に
対
す
る
自
分
の
考
え
、
意
見 

 

・
ア
メ
リ
カ
か
ら
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
輸
入
す
る
と
、
二
酸
化
炭

素
が
五
十
一
グ
ラ
ム
発
生
す
る
。 

・
地
域
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
使
う
な
ら
、
二
酸
化
炭
素
の
発
生

す
る
量
は
少
な
い
。 

・
二
酸
化
炭
素
の
発
生
が
少
な
い
方
が
環
境
に
や
さ
し
い
。 

選
ん
だ
資
料
の
記
号
・
・
・
・
・
・
・ 

資
料
か
ら
分
か
る
こ
と 

 

・
栄
養
が
そ
こ
な
わ
れ
な
く
、
新
鮮
。 

 

自
分
の
体
験
や
知
識
と
そ
れ
を
も
と
に
し
た
考
え 

 

・
自
分
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
育
て
た
。 

・
母
は
栄
養
満
点
だ
と
言
っ
て
い
た
。
自
分
も
そ
う
感
じ
た
。 

わ
た
し
は
、「
地
産
地
消
メ
ニ
ュ
ー
」
を
提
案
し
ま
す
。「
地

産
地
消
メ
ニ
ュ
ー
」
の
よ
さ
は
二
つ
あ
り
ま
す
。 

「始め・中・終わり」の構成で、４段落で書きます。 

・「始め・中・終わり」の三部構成にします。 

・「中」の部分は、資料を２つ選んで書くので、２つの

段落に分けます。「始め」で１段落、「中」で２・３段

落、「終わり」で４段落となります。 

双括型（そうかつがた）の

構成で意見文を書く。「始め」

と「終わり」に主張を述べる

ため、一貫した主張になる。 

構成メモを使って段落を構成する力を付ける 

エ ク 



 
 

  
 

   

                      

   

                      

   

                      

 
 

＜例文１＞                 ＜例文２＞ 

   

                      

   

                      

   

  

二
つ
目
の
よ
さ
は
、
か
ん
境
に

や
さ
し
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

を
輸
入
し
た
場
合
、
五
十
一
グ
ラ

ム
の
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま

す
。
新
潟
市
か
ら
長
岡
市
ま
で
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
を
運
ぶ
と
、
三
グ
ラ

ム
し
か
発
生
し
ま
せ
ん
。
温
だ
ん

化
の
原
因
と
い
わ
れ
る
二
酸
化

炭
素
の
発
生
が
少
な
い
の
で
、
か

ん
境
に
や
さ
し
い
と
い
え
ま
す
。 

  

一
つ
目
の
よ
さ
は
、
栄
養
が
そ

こ
な
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
わ
た
し
は
、
家
で
採
れ
た
ば

か
り
の
野
菜
を
使
っ
て
サ
ラ
ダ

を
作
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
母

は
栄
養
満
点
だ
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
わ
た
し
は
そ
の
通
り
だ
と

思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
地

域
で
生
産
さ
れ
た
食
べ
物
を
使

う
と
栄
養
が
そ
こ
な
わ
れ
ず
、
新

せ
ん
な
ま
ま
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

数値を根拠として書くと 

 

 

 

体験や知識を根拠として書くと 

  

二
つ
目
の
よ
さ
は
、

か
ん
境
に
や
さ
し
い

こ
と
で
す
。
地
い
き
で

生
産
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
を
使
え
ば
、
二

酸
化
炭
素
の
量
は
少

な
く
て
す
み
ま
す
。
温

だ
ん
化
の
原
因
と
い

わ
れ
る
二
酸
化
炭
素

の
発
生
が
少
な
い
の

で
、
か
ん
境
に
や
さ
し

い
と
い
え
ま
す
。 

  

一
つ
目
の
よ
さ
は
、

栄
養
が
そ
こ
な
わ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
地
域
で
生
産
さ
れ

た
食
べ
物
を
使
う
と

栄
養
が
そ
こ
な
わ
れ

ず
、
新
せ
ん
な
ま
ま
食

べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

主張：地産地消のメニューがよい 

根拠を基にした理由付けをすると説得力のある主張になる。 

理由付け 

（数値から考えたこと） 

環境にやさしいから 

理由付け 
（体験や知識と資料を結びつけて考えたこと） 

地域で生産された食べ物を使うと栄養が

そこなわれないから。 

根拠（数値） 

二酸化炭素の排出量が少ない 
根拠（体験や知識） 

自分の家で作った野菜は新せんで栄養がある。 

数値を使って考えを書く場合 体験や知識と結び付けて考えを書く場合 

根拠と理由付けの工夫とは、以下のことを言います。 

・体験や知識などの具体的な例を入れて考えを書く。 

※見たり聞いたりしたことも知識とみなす。 

・資料の数値を使って自分の考えを書く。 

根拠と理由付けを意

識すると説得力が増

す。 

説得力のある文章を書く力を付ける 



 


